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※事務局記入欄 

№ A-49 

【様式２】 

部門名： 

１ カリキュラム・マネジメント実践 
 

エントリー名： 

新潟県柏崎市立第二中学校  事務主幹 堀井美織 
平成３０年度教職員中央研修 第１回事務職員研修 

活動名：財務で学校マネジメント 
「教育活動と財務の一体化」の推進 

解決すべき課題：教育活動と財務の一体化を促進するために 

所属するエリアの共同実施では、「全予算一覧表（予算の見える化）」はじめ予算の有効活用に取り組ん
でいるが、十分に効果を実感できない面もあった。他職種との連携不足も一因と考える。 

中央研修では、財務によって教育活動を広げられることが、学校財務マネジメントであると学んだ。事務職員
も他の職種も、「教育活動と財務の一体化」を学び意識が高まることで、予算の有効活用が促進されることを
目指したい。 

目標・方針：※課題を解決するためにどんなストーリーやシナリオを構想して、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

１教頭職と事務職員が共に「学校財務マネジメント」を学ぶことで、「教育活動と財務の一体化」の意識を高め
他職種との協働による、各校の学校づくり・教育目標達成のための予算有効活用促進につなげる。 

２財務マネジメントに限らず、学校の教育活動の内容や様々な課題について、全職種が共通認識をもてるよう
に、教職員支援機構の研修動画の幅広い利活用を促進する。 

活動内容：※目標・方針に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

１ ①所属共同実施エリアの教頭・事務職員の合同研修会で、「学校マネジメント」研修を実施。 
・中央研修の「学校財務マネジメント」講師を務められた、末冨芳先生を招聘しての講義。 
・教頭職作成の「教育財務戦略シート」図１を使い教育活動と予算を一体化して考えるグループワーク。 

② 中央研修伝達講習（県内事務職員対象）でＮＩＴＳ研修動画「学校財務マネジメント」を視聴。    
③ 勤務校内の財務研修で、中央研修「学校財務マネジメント」講義内容の一部を伝達。 

２ ①新潟県教育委員会の教育支援システムに、教職員支援機構とのリンクを依頼。 
②柏崎市教育委員会の教育情報支援システムに、教職員支援機構とのリンクを依頼 

活動の成果： ※課題設定に対して、どんな影響、変化あったか、参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

１①財務マネジメント研修に対する事後アンケートの結果は教頭職・事務職員とも良い評価であった。→表１ 
また、現在ＮＩＴＳにアップされている、「学校財務マネジメント」研修動画内で、活動内容１の研修会
と、図１の「教育財務戦略シート」が紹介されている。「教育と財務の一体化」の取組が、所属地域以外に
も広がることが期待できる。 

②中央研修の講義内容を、研修者が直接視聴でき、効果的効率的な伝達となった。 
③校内研修事後アンケートから（研修で良かったこと、業務に役立つこと、実践できること等について） 
「（学校の）プラットフォーム化」「経済的理由で子供が将来をあきらめないよう配慮する視点をもらった」 

２①新潟県教育委員会の教育支援システムに、教職員支援機構とのリンクが設定された。 
②柏崎市教育委員会・小中学校の校務支援システムに NITS 研修動画との共通リンクが設定された。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※３～５つ程度、箇条書きしてください 

１講義の内容は勿論、両職種とも話し合いの必要を感じているものの、日常業務が多忙で機会設定が難しい 
現状があるため、協議時間が設定されたこと、グループワークで他校の様子が分かった点についても高評価で 
あり、良い契機となった。 

２ＮＩＴＳの研修動画は、中央研修の講師の方々の講義を誰でも視聴でき、校内研修に限らず多様な活 
 用が考えられる。また、ＨＰからはＮＩＴＳ大賞はじめ現場の実践も多く学べる。今後も周知に努めたい。 

＜写真、図表添付欄＞ 
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